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■会議報告

第32回欧州物理 学会 （EPS ）プラズ マ 物理年次大会

　　　　　　　囗本 原 子 力研 究所 　那珂 研 究所　坂本宜照

　大 阪 大学 レ ーザーエ ネル ギー学研究セ ン タ
ー
　西村博明

　欧 州 物理 学会 （EPS ）の プ ラ ズ マ 物理 年次 大 会が 2005年 6

月27口 か ら 7 月 lH まで ，古代 ロ ーマ 遺 跡 で 有名な ス ペ イ

ン の タ ラ ゴーナ で 開 催 され た．タ ラ ゴ
ー

ナ は バ ル セ ロ ナ か

ら電 車で 西 へ 1 時 問 ほ ど に位置 し た ，海辺 の 箭か な リ ゾ ー

ト地 で あ る ．ロ
ー

マ 時代は タ ラ コ と呼 ば れ，港 町 と して 栄

え 100万 人 都
．
iiiで あ っ た そ うだ．連 凵 の 気 温 は30度 を超え

日差 し も強 か っ た が ， 地 中 海性気候 の た め 乾燥 し て お り比

較 的 過 ご し易 か っ た ．講演会場 は 天 然の 岩盤 を そ の ま ま側

壁 と して 利用 した 大ホ
ー

ル で あり，素晴 しい 雰囲気 で あ っ

た ．参加者数は750名 を越え，欧 州を 中心 に 田：界 各国 か らプ

ラ ズマ 物理 の 研究 者が 集い 日本か ら も66名が 出席 した．

　H 々 の 会議 構 成 の 概 略 は ， 3件 の プ レ ナ リ
ー
招待講演

後，各セ ッ シ ョ ン （磁場閉 じ込め ／ ダス ト ・
低温 プ ラ ズ マ

　基 礎
・天体物埋 ／ 慣性核 融 合 ）に 別 れ て ， 招待 講 演，一

般 口 頭 発 表．ポ ス ター発 表が 行わ れ た．発表件数が 多くま

た ポ ス タ
ー

発表が 冂 頭発表 と並列で 行わ れ た た め，発 表 を

聞 い て 回 る の は大 変 で あ っ た が，どの 会 場 も盛 況 で あ っ

た．また 慣 性 核 融 合 の セ ッ シ ョ ン で は，会期中の 3 日間 を

使っ て 第 8 回高速点火 ワ
ー

ク シ ョ ッ プが 開催 された．なお，

次 Ilr［の EPS は イ タ リ ア の ロ
ー

マ で 開催 され る 予 定 で あ る．

　今 回 は 会 議 111 に ITER サ イ トが フ ラ ン ス の カ ダ ラ ッ シ ュ

に 決 定 とい う k き なニ ュ
ース が あ っ た ．会議 2 日 口 の 6 月

28［1に 議 長 よ り 報告 が あ り，夕刻 に は急 遽 ，ITER セ ッ

シ ョ ンが 開催 され ，ITER 参 加 六 力 国 に よ る共 同宣 言が 紹

介 され た．ま た 「THE 　WAY 　TO 　ITER − An 　overview 　of

Cadarache　site −」と題 さ れ た 講演が 行 わ れ，　 EISS （Euro−

peanlTERSiteStudiestcam ＞の サ イ ト決 定 まで の 取 り組 み

を振 り返 り，ヘ リ コ プ ター
で ITER カ ダ ラ ッ シ ュ サ イ ト上

空を旋回 し，ITER が 納 め られ て い る建家入 口 ま で 行 く映

像 が コ ン ピ ュ ターグ ラ フ ィ ッ ク に よ り紹介さ れ た．そ して

会 議 lll席 者
・
同 が ITER 建設 の

一
歩 を や っ と 踏み 出 し た こ

と を喜び 合 っ た．ち な み に カダ ラ ッ シュ 近 郊 の エ ク ス ア ン

プ ロ バ ン ス に 用 意 され る研 究者用住居σ）レ ン タル 料 は 月額

500ユ ーロ （70　mL ’

）程度だ そうで あ る，コ ン フ ァ レ ン ス デ ィ

ナ ーで は，本学会長の 高村教授が II本か らの 参加者 を代表

して 挨拶 し，カ ダ ラ ッ シ ュ へ の ITER サ イ ト決定は 残 念 で

あ る こ と，合 意 にお け る ブ ロ
ーダー

ア プ ロ ーチ は 評 価で き

る こ と，強 力 な 国際協力 の 推進 の 重 要 性 に つ い て 話 され

た．

　さて 磁場閉 じ込 め 関 連 セ ッ シ ョ ン で の 発表内容に つ い て

概観す る．プ レ ナ リー招 待 講 演 は，チ ュ
ー

トリ ア ル 的 な内

容 で 6 件 （ス テ ラ レータ 炉 コ ン セ プ ト，プ ラ ズ マ 材料相互

作 用 ， 乱 流 励起 シ ア フ ロ
ー，プ ラ．ズマ 境 界局在不安定性

（ELM ），燃焼 プ ラズ マ 計測，1・カマ ク輸送へ の 非誘導電流

駆動の 効果） が行 わ れ た．招待講演 は19件 で ， 主要 装置の

最近 の 成 果 や 主 要 トピ ッ ク に関 す る成果 が 報告 され，発表

は物 理 的 な 内容 に 重点 が 置か れ て い た の が印象的で あ っ

た．日本か らの 招待講演 は 2 件で 「JT−60U 長パ ル ス 放電 に

お ける 性能向上 と制御課題 （原研　坂 本）」と 「NTM の 発

牛 と発展 に お ける 異常輸 送 の 役割 （原 研 ／ ク ル チ ャ トフ 研

コ ノ バ ロ フ ）」で ある．　 ・
般 口頭発表 は 24件で ，H 本か ら は

「LHD にお け る 閉 じ込め 改善 プ ラ ズマ の ダ イナ ミ ッ ク 輸送

解析 （核融合研　居 田 ）」の 1件 が 報 告 され た．ポ ス ター発

表 は 磁 場 閉 じ込 め 関 連 で 約 450件 あ っ た．ま た 低 温 プ ラ ズ

マ セ ッ シ ョ ン で は 日本か ら 「マ イク ロ プ ラ ズマ とマ イ ク ロ

波 の 制御 と相 LI／作用 （京大　橘）」が 招待講演 と して 行 わ れ

た．

　磁場閉 じ込 め 関連の 全 体的 な発表 に お い て ，ELM や 周

辺輸送に 関す る発表 （ELM 緩和 ， 安定牲 ， 熱 負荷 ， 輸送 な

ど）が 多 い の に対 して，内部 輸送障壁 （ITB）関連 の 発表が

少な い こ とが 印象的で あ っ た．こ の こ とは学術誌 に お け る

FLM 関連の 論文 が 増加 して い る こ と に対
．
応 す る よ うだ．

例 え ば Plasma　Physics　andC （）ntrolled 　Fusion誌に掲載 さ れ

た ELM 関連の 論文 が 最近 5 年間で 急増 し，咋年 は60件 に

も及 ん だ そ うで あ る，こ れ ら は 国 際 トカ マ ク物 理 活動

（ITPA ）に お い て ELM に よる熱負荷低減 が 重要課題 の
．．一

つ

で ある こ とに加えて ，近年 の 計測器性能の 向上 や 理 論
・

モ

デ リ ン グ の 進展 に よ る とこ ろ が 大 き い ．ELM 緩 和 につ い

て ，Dlli− D で は主 トロ イ ダル モ ード n ＝＝3 の 外部磁場を定

常で 印加する こ とに よ り，ITER レ ベ ル の 低衝突周波数領

域 で H モ
ー

ドの 閉 じ 込め 性能 を維持 し つ つ ELM を 完全 に

抑制 す る こ とに 成功 した．そ の 際 QH モ ードと同様 に密度

が 減 少 し温 度 が ヒ昇 す る が，なぜ 粒 子 輸送 が 増 大 する の か

に つ い て は わ か ・
⊃ て い な い ．こ れ に 対 し，TEXTOR の Dy −

namic 　Ergodic　Divertor実験 で は ス トキ ャ ス テ ィ ッ ク層 に

よ り電 了
一
温 度 が 急 激 に減 少 す る．今後の モ デ リ ン グ に よ る

物 理 機 構の 理 解 に 期待 し た い ．また JT−60U か ら は，トロ イ

ダ ル 回転制御 に よ りELM 周 波 数 の 制御 が 冂f能 で あ る こ と，

Ql［モ ードが CO 入 射 に よ り生 成 さ れ ITER へ の 適 用 口∫能

性 ，
ELM 間輸送解析が 報告さ れ た ．ト ロ イ ダ ル 回 転 シ ア の

効果を考慮 し た ピ ーリ ン グ ・バ ル ーニ ン グ モ ード解 析

（ELITE コ ード）に お い て
，
　 ELM 発 生 に 対す る 影響 は 小 さ

い が モ
ー

ド構造 が 変形 され る こ と，3 次元非線形 シ ミ ュ

レ
ー

シ ョ ン （BOUT コ ード）に よ り，ELM バ ース トに よ る

フ ィ ラ メ ン ト構．造 が 再 現 さ れ た．

　 ITB 関 連 の 発表で は，電了
・
系 ITB と磁気 シ ア や 有理面 と

の 関 係が 主に 議論されて い た．また ASDEX − Uで は ， イ オ

ン 系ITB形成条件 と して 熱化 イオ ン の ビーム イ オ ン に よる

希釈 を議論 し，TRANSP コ ードに よ る 高速 イ オ ン 分布 の
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News 　of　Relヨ匸ed 　hdds

時間 発展 と ITB 発 生 時 刻 ・位 置 や 密度閾値等が 実験 と 良 く

合 うそ うで あ る，数年前か ら荷 電 交換分光法に よ る ポ ロ イ

ダル 回 転 測 定 に お い て ，種 々 の 原子 過 程 効果に よ り測定が

困 難 にな る 場合 が あ る こ とが 話題に な っ て い た が，DIII−D
か ら推 測 され る ポ ロ イ ダル 回転 は，新古典理 論に よ る予測

値 と大 きく異 な る こ とが報告 され た．

　 ヒ述 以外 で い くつ か の 装置か らの 主 姜 な結果に つ い て 簡

潔に列挙する．

　 ASDEX −U か ら は，　 improved　H −mode をベ ース に し た

ITER の ハ イ ブ リ ッ ド運 転予測 や ，タ ン グ ス テ ン 不 純物 の

発生 ・
輸送 に つ い て報告が あ っ た．DIII−D で は ，抵抗性壁

モ ード（RWM ）の 帰還制御を行 うこ とに よ りβN
− 1．0 の 負

磁気 シア プ ラ ズ マ を 2秒問維持 に 成功 した．JT−60U か ら

は，強 い 自律系 で あ る高 自発 電 流 割合 （75％ ） を持つ 負磁

気 シ ア プ ラ ズマ をITB 制 御 に よ りデ ィ ス ラ プ シ ョ ン を回 避

し電 流 拡 散時問の 2．7 倍維持 した 成 果 や 核 燃 焼 模 擬 実 験 な

ど につ い て 報告が あ っ た．LHD か ら は ペ レ ッ ト人 射時の 輸

送 の 分 岐 特 性，熱 拡 散 係 数 の 電 子温 度依存性，高ベ ータ 実

験 に お け る 電 磁流 体 力 学 的 （MHD ）特性な どが 報告さ れ た．
フ ラ ン ス ／ カ ダ ラ ッ シ ュ の Tore　 Supra装 置か らは RF パ

ワ
ー変 調 に よ る粒

．．r一輸送や 高密度プ ラズ マ の 長 時 閊 放 電 に

お け る プ ラ ズ マ 壁 和 亙 作用 な どが 報告され た．ス ウ ェ
ーデ

ン の RFP 装概 （EXTRAP 　 T2R） で は 128個の 磁気 コ イル

（ポ ロ イ ダ ル 方同 4 ，トロ イ ダル 方向32）を 川 い て 異な る

モ ード数 を持つ 複数の RWM を帰還制御 に よ り抑制 し電 流

拡散時 間 の 7 倍 維 持 した．ス テ ラ レ
ー

タ
ー

で は ，4 つ の 装

置 （CHS ，　 HSX ．　 LHD ，　 TJ−II）に お い て 輸送特性 や安定性

の 比較を行 っ て い た．

　今回 は，PlaSIna　PhySiCS　and 　COntrOlled　FUSiOn 誌 が ス ポ

ン サーの 学 生 ポ ス タ
ー

賞が 企 画 さ れ て お り，4 名 が受 賞 し

た．そ の llrに 東京大学 の 大石 氏 の 「CHS の 周 辺 輸送障壁 に

お け る ビーム 発 光 分光 に よ る 密度揺 動 計 測」 に 関 す る 発 表

が 含まれ て い る，喜ば しい 限 りで あ る ．また ，博十 課 程 に

在籍する プ ラ ズマ 乱流 に 関 す る優 秀 な 1 名 の 学 生 に 対 して

送 られ る 伊藤早苗教授 に よ る 伊藤プ ロ ジ ェ ク ト賞が 企 画 さ

れ，ドイツ の TEXTOR 装 置で 研究す る Schmit ∠ 氏 が 受賞

した ．

　欧 州 に は 数多 くの トーラ ス 型 磁 場閉 じ込 め 装 置が あ り，
若 手研 究者 が大 勢発表 を 行 っ て い た．10年後に は ITER で

20年間 に お よぶ 本格的な核燃焼実験が 開始 さ れ る こ と を考

え る と，準ホ ス ト国 で あ る 我 国 にお い て 長期的かつ 戦略的

な 人材育成 が 必 要で ある こ とを痛切 に感 じた．

　 さ て 慣性 核 融 合 関連 セ ッ シ ョ ン で の 発表内容 につ い て概

観す る．セ ッ シ ョ ン 名は 「lnertial　Confinement　Fusion慣性

核融 合」 と さ れ て い る が，対象 は レ
ー

ザ ープ ラ ズマ 物 理 全

般が カバ ーされ て い る．実の と こ ろ，欧州連合体が 進め る

慣性核融含 プ ロ グ ラム は存在 して い ない ．こ れ は，慣性核

融 合研 究 項目の 部 が 米仏英を中心 に進 め られ る国 防研 究

と重 な るた め，明確 な切 り分け を求め る 欧州 連 含 体内で の

足並 み が 揃 わ な い た め で あ る．しか し，こ の よ うな状況 に

あ っ て，欧州 の レ
ー
ザ
ープ ラズ マ 物理 研 究 者 は，本 領域 を

活性化 し よ うと数多くの 努力が 重 ね られ て きた．今回 の プ

ロ グ ラ ム 構成 に もそ の 結 果 が 随 所 に伺 え る ：的 欧 州は もと

よ り米国，日本 に お ける慣性核融合研究か ら顕 著な 成果 を

選 び，プ レナ リー
講演 と して 招待 して い る．米サ ン デ ィ ア

1．E泣 研か らの Z ピ ン チ 生 成 X 線 駆 動核融合 しか り，阪大

レ
ーザ ー

研 の 高速点火 FIREX 計画 しか りで あ る．プ レ ナ

リーセ ッ シ ョ ン は 参加者の 全体 が 出席で きる よ うプ ロ グ ラ

ム さ れ た特 別 講 演で あ る か ら，IV：界の 現 状を 欧州 プ ラ ズ マ

研究者に知 ら しめ るに は効果が あ る ．（2〕EPS と第 8 回 高速

点 火 に 関す る 国 際 ワ
ー

ク シ ョ ッ プ が パ ラ レ ル に 開催 さ れ

た．こ の 高速点 火 ワ ーク シ ョ ッ プ は EPS とは独 立 に 開催 さ

れ，今年 は欧 州 が担 当 で あ っ た．そ の 機を 生 か して
， 欧州

研 究 者 と 他 国 の 研 究 者 の 相 互 交 流 が 期待 され た．倒 4 年

前，筆者は マ デ ィ ラ島 （ポ ル トガ ル ） で 同様 な 併設構成 の

会 議 に 参 加 す る 機会を 得た が ，そ れ と 比較 して も確実 に参

加 者が 増 え て い る．特 に 米国か らの 参加者が 4倍増 した．
一

部の 研究者を 除 き ， 米国は 高速点火 方式 に 関して 静観を

決め 込ん で い た が，我 が 国 を 中心 とす る
一
連 の 高速点火研

究 の 急 速 な 進展 に 刺激 され，高速点火 方式 オ プ シ ョ ン が 拡

大 され つ つ あ る．14）今回，Alfv611学術賞が ワ イヤ
ー

ア レー

式の Z ピ ンチ プ ラ ズマ 安定発 生 と X 線源開発 に 貢献 の あ っ

た M ．HiIles（イ ンペ リア ル ・カ レ ッ ジ ），　 T，W ，　Sanford（サ
ン デ ィ ア 国 立研），W ．P．　Smirnov （ク ル チ ャ トフ 研 ）の 3 氏

に授与 され た．慣 性 核 融 合 に携 わ る もの と して は 同慶 の 至

りで ある．ポ ス ター発表を 除 い た招待講演，一
般 口 頭発表

溝演数で の 比較 で は 全体170件 11166 件が 慣 性核融 合 関連 で

あ っ た．ポ ス タ
ー発 表 で の 慣性核 融 合 比 率 は こ れ ほ どで も

な か っ た が，関係 者 の 努力 は 実 っ た とい えよ う．

　 さ て，発表 内容 に 視 点 を移 して み よ う．大 型 レ
ー

ザー核

融合プ ラ グ ラ ム に 関 して は 米 ロ ーレ ン ス ・リバ モ ア 国 立 研

の 国立 点 火施設 NIF で の 1 ク ラ ス ター実 験 （17kJ ／1〜10

nS ） の 成 果，仏 ボ ル ドー研 ・レ ーザ ー
メ ガ ジ ュ

ー
ル LMJ

施 設 を 想定 し た 高利 得 ターゲ ッ ト設 計 と米仏 共 同実験 との

比 較 ，日本 に お け る 超 高 強 度 レ
ー

ザ
ー

プ ラ ズマ 中の エ ネ ル

ギ ー輸 送研 究 の 進 捗 な どが 核融合研究 と して ハ イラ イ トで

きよ う．レ
ー

ザ ープ ラ ズ マ 相 互 作川 研究の 対象 はナ ノ秒 プ

ラ ズ マ か らサ ブ ピ コ 秒 プ ラ ズマ と守 備 範 囲 を広 げ て い る．

前 者 は主 と して NIF や LMJ 核融合 プ ラズマ で 電娑 で あ り，
後者 は 高速点火核 融 合 にお い て 重要で ある．特 に NIF ホー

ラ ム に お け る ナ ノ 秒 プ ラ ズ マ 中 で の 誘導ブ リ ラ ン 散乱

（SBS 〕や 誘導 ラ マ ン散乱 （SRS）研 究の 結 果 が興 味深 い ，こ

れ は NIF プ ラ ズ マ の よ うな数 mm もの 長ス ケ
ー

ル プ ラ ズマ

が あ る と SBS などの パ ラ メ トリ ッ ク相 圧作用の 結果，高速

粒 f・が 発 生す る ば か りか，反射
’
光が レ ーザ ー

シ ス テ ム を破

壊 す る心 配す らあ るか らで あ る．しか し，今 回発表 され た

1 ク ラ ス タ
ー
実験結果 は こ れ らの 心 配 を払拭 した ．変 換 効

率 は以 外 と少 な く，投入エ ネル ギー
の 高 々 0．5％ が SBS

で ，0．05％ が SRS で あ っ た と報告され た．　NIF 計画 を継続

す る ヒで 望ま しい 結 果 で あ る，た だ ，なぜ そ の よ うに 低 い

の か ．物 理 解明 は こ れ か らで あ る ．

　流 体力学 的 不安定性 の 実験 は 大 型 レ ーザー装 置 の 存在が

不 11f欠で あ り，理 論 を 除 い て ，流体不 安定性 の 研究 は欧州

で は皆 無 と い っ て よ い ．同 様 に，X 線 レ
ー

ザ ーや オパ シ
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テ ィ研 究を除 い て
， 輻射変換や 閉 じ込 め 物理 （総 称 して，

ホ
ー

ラム 物理 と も呼ば れ る ）の 物理 議論 も皆無に等しい ，
．
ソゴで 超高強度 レ

ーザー生 成 プ ラ ズ マ に関 す る研 究は 活 発

で あ る，高速 点火 核融 合 とい う主題 に直結 し，しか し必 ず

し も bl大 な 研 究施設を要求 し な い こ とが その 理由で あ ろ

う，

　爆縮 プ ラ ズマ の 加熱実 験 は成 功 した が，そ の 物理 は まだ

完全 に は理 解 され た わ けで は ない ．こ う した 共通認識の も

と，EPS 後半 3 日 間に 開催 され た 「高速点 火 国際 ワ
ーク

シ ョ ッ プ」の 話題の 中心 は，超 高強 度 レーザー照 射 ドで の

様 々 な非線型 相 互 作 用，高 速 電 子 や イ オ ン の 発生物理，プ

ラ ズ マ 中の 輸送，そ して エ ネル ギ
ー

付与 と加熱物理 とな っ

た．高速 点 火研 究 は，超高強 度 レ
ーザーを用い た 基 礎研 究

と爆 縮 プ ラ ズマ を発生 して こ れ を追 加 熱 す る統合実験 とに

分 け る こ とが で きる．後 者 の 研 究 が で きる環 境 に あ る の は

現 在，阪大 レ ーザ ー研 に 限 られ る が，こ れ を追 うよ うに 高

エ ネ ル ギー超短パ ル ス レ
ーザー装 置の 建 設 が 進 ん で い る．

米 国 ロ チ ェ ス タ
ー大 学 レ

ーザー
エ ネ ル ギー研究所 （LLE ）で

は OMEGA ．EP （extendcd 　perf〔）rmance ） と よ ば れ る 装置

（2．5kJ ／0．5　ps） が 2007年完 成 を め ざ して 建設中 で あ る ．

ロ ーレ ン ス ・リバ モ ア 国立 研で 建設の 進 む NIF で も高 速 点

火 が オ プ シ ョ ン とさ れ て い る．ま た，サ ン デ ィ ア 国立 研 で

は Z一ピ ン チ X 線駆動爆縮 プ ラ ズ マ に Z−beam と 呼 ばれ る

ペ タ ワ ッ トレ ーザ ーを 追加 熱 す る 計 画 で あ る．な お ，LMJ

で の 高 速 点 火 オ プ シ ョ ン まだ明確 で は ない ，しか し，基 礎

研 究で は 仏 ・高強度 レ
ーザー

研究所 （LULI ： リ ュ
ーリ）が ，

英
・
ラザ フ ォ

ード ・
ア ッ プ ル トン 研 究所が 大型 ペ タ ワ ッ ト

レ
ーザーを川 い た プ ラ ズマ 研 究を牽引 して い る．

　本 会議の 招待講演は Plasma　Physics　and 　Controlled　Nu −

clear 　 Fusion誌 に掲載され る 予定で あ るの で ，発 表内 容の

詳細 はそち らに 譲 る．なお，次 同 の 高 速 点 火 ワ
ーク シ ョ ッ

プ は 米
・ロ チ ェ ス ター大 学 LLE 主催 で 開 催 さ れ る 予定 で

あ る．

　　　　　　　　　　　　　（20G5年 8 月 9 目原 稿受付）

◎ 内欄

■会議報告

第27回電離気体現象国際会議

（XXVIIth　lnternational　Conference 　on 　Phenomena

in　Ionized　Gases （ICPIG ））

　　　金子 俊郎 （東北大学大学院工 学研究科電 子工 学 専 攻 ）

　第27回 電 離 気体 現 象国 際会議 が，オ ラ ン ダの Eindhoven

で 2005年 7 月18日 か ら22 日 まで 5 口間 の 日程 で 開催 さ れ

た．

　主 要 な参加国 と参加者数 を列 挙す る と，開催国の オ ラ ン

ダ 61名，日本 57名，ドイ ツ 50名，ロ シ ア24名，フ ラ ン ス 22

名，米 国 19名，ル ーマ ニ ア 19名，韓国14名，イ ラ ン 12名，

チ ェ コ 12名，ベ ル ギ
ー10名等で あ り，全41 力 国 か らの 参加

で あ っ た．全 体 の 参 加 者 数 は378名 で ，前 回 の ドイ ツ GreifL

swald の 開催 時 402名か ら若 「減少 し た もの の，会場 は ほ ぼ

満員 で 連 日活発 な議論が 繰 り広 げ ら れ た．

　本会議 の トピ ッ ク ス は非常 に幅広 い 分 野 を対象 と し て お

り，下記の 20に分類 さ れ て い る ．

1．Kinetics，　thermodynamics 　and 　transport　phenomena 、

2．Elernentary　processcs．

3．Low −pressure 　glows ．

4，　Coronals，　sparks ，　surface 　discharges　and 　high　pressしLre

　 glOWS ．

5．　Arc　discharges，

6．High−frequency　discharges．

7．Ionospheric，　magnetospheric 　anCl　astrophysical 　plasmas．

8．Plasma　diagnostic　methods ，

9．Plasma　wall 　interaction，　electrode 　and 　surface 　effects ．

」0．Physica1　aspects 　of　p亅asmachemistry ，　plasma 　processing

　 of　surfaces 　and 　thin　film　technology．

11．Generation　and 　dynamics 　of　pLasma 　fiows．

12．Non −ideal　plasmas ．　Clusters　and 　dusty　plasmas．

13．Waves　and 　instabilitics，　including　shock 　waves ．

14．Nonlinear　phenomena ，　self −organization 　and 　chaos ．

15．Particle　and 　laser　beam　interact．ion　with 　plasmas．

16．Plasma　sources 　of　radiation ．

17．Numcrical　modeling ．

18．Plaslnas　for　envirollmen しal　issues．

19．Highly　ionized．　low−pressure　plas【nas （plasma　thrusters ，

　 ion　sources 　Rnd 　surfacc 　treatment ）．

20．High−pressure，　non −therrnal　plasrnas．

　本 会議 の 1亅頭 発表 は招待講演34件 （GenerallnvitedTalks

9作，Von 　Engel　Prize　Lecture　1 件 ，　Topical　Invited　Talks

24件 ） お よび ワ
ーク シ ョ ッ プ 15件 で あ り，ポ ス タ

ー
発表は

約 350件 で あ っ た．今 囘 の 会議の 特徴 と して は，大 気圧 （高

気圧 ）マ イ ク ロ ブ ラ ズマ に 関 す る発 衣が 非常 に多 か っ た よ

う に 思 わ れ た．初 凵 の 最 初 の プ レ ナ リーセ ッ シ ョ ン で の イ

リ ノ イ大学 の Edcn 教 授 を は じ め と し て，表面処 理，光 源，

物質創製な ど の 分 野 で，多 くの マ イ ク ロ プ ラ ズ マ ま た は 大

気圧 プ ラ ズ マ に 関す る発 表が な され ， そ れ に 伴う計測技術

開 発 に 関 す る 発表も多数あ っ た．

　また，本会議の 特徴 と して ，話題性 の あ る テーマ を討論

す る ワ
ー

ク シ ョ ッ プ が 会 議 2 日 目 を丸 1 日使 っ て 行 わ れ

た．テ
ーマ と して は，

”
Transient　phenomena 　and 　pattern

formation
’1
と　

“To 　the　memory 　of　Daniel　Schram「

s 　65th

birthday1
’
が選 ばれ，そ れ ぞ れ 7 件お よび 8件 の 講演があ っ
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